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居場所づくり活動
★助成対象活動
月に１回以上開催する、子どもの健全な成長の育みや、地域住民と
子どもがつながりを持てる環境を整える活動（子ども食堂など）

★助成金額
　１団体あたり５万円以内

地区社協が推進するふれあい活動
★助成対象活動
年間を通じて４回以上開催する、地区社会福祉協議会や福祉活動団体が開催する交流、情報交換
等を目的とした通いの場での活動（コミュニティカフェ）

★助成金額
　１地区社会福祉協議会あたり６万円を上限とし、１拠点あたり２万円以内

安心・安全なまちづくり活動
★助成対象活動
①年間を通じて6回以上活動する、自主防犯・自主防災のための声掛け見守り等の活動
②自主防犯・自主防災活動に必要な資材やユニフォーム等の整備

★助成金額
①１団体あたり１万５千円以内
②１団体あたり10万円以内

◆いずれの活動も、次の要件を満たしていることが必要です。
★助成対象団体
高梁市内において、原則1年以上の継続した活動が見込めること。また、団体等の運営が住民を主
体とした組織で、自主性、自立性を有し、事業計画及び会計状況が明らかであること。

★実施期間
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

申請期間は　令和４年４月１日～５月31日まで
※この助成は予算の範囲内で実施します。
　また、同一団体が申請できるものはいずれか一つの活動とします。
　�申請書は社協事務所へ備え付けていますが、本会ホームページか
らもダウンロードできます。
　詳細については、気軽にお問い合わせください。

○お問合せ先　
総�務�課　　☎２２ｰ７２４３
有漢支所　　☎５７ｰ３２１８
成羽支所　　☎４２ｰ２００５
川上支所　　☎４８ｰ９７７０
備中支所　　☎４５ｰ３１３１

～赤い羽根共同募金は、住民相互のふれあい活動を応援します～

             令和4年度「赤い羽根 まちづくり福祉活動助成事業」助成団体募 集

新たに、子ども食堂等の居場所づくり
活動へ助成します！！

New
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令和３年度賛助会員として本会の目的に
　　ご賛同いただいた法人・ふるさと会員
令和３年度賛助会員として本会の目的に
　　ご賛同いただいた法人・ふるさと会員

ペットボトルキャップの回収について
　夏のボランティア体験事業のキャップアートの作成でご協力いただいたペットボト
ルキャップは、令和 3 年12月 23日までに約 20,000 個（50kg）が集まりました。
集まったキャップは、以下のような手順で発展途上国の子どもたちのワクチン接種
に係る費用（約 40人分）として寄附されます。

引き続きペットボトルキャップを高梁総合福祉センターの自動販売機横にて
回収しておりますので、ご協力よろしくお願いします！

送付
ペットボトル
キャップ収集

リサイクル業者

売却益を
寄附

世界の子どもに
ワクチンを
日本委員会
（JCV）

発展途上国の
子どもたちの
ワクチン接種へ

赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとうございました。

◆ふるさと会員
（成羽地域）
  大阪市　高橋　佐知子

12月16日から2月15日まで
の受付分を掲載しております。
ご協力ありがとうございます。
　　　　　　　　     （敬称略）

赤い羽根共同募金 最終報告
 

募金区分 募金額（円）

戸別募金 5,276,794
街頭募金 71,334
法人募金 699,600
学校募金 27,970
職域募金 647,657
イベント募金 6,452
個人募金 24,124
その他募金 324,554

合　計 7,078,485

　本年度も、赤い羽根共同募金に皆さまの温かいお
心をお寄せいただきありがとうございました。
　寄せられました募金は、令和４年度に各地区社会
福祉協議会や福祉活動団体等に配分されます。
　皆さまのお住まいの地域
で幅広く使われ、地域福祉
の推進に役立てさせていた
だきます。�

【成羽地域】　成羽運送株式会社

令和３年度 赤い羽根共同募金にご協力いただいた法人
12月16日～2月15日までの受付分を掲載しております。

ご協力ありがとうございました。(敬称略）
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市内各所でボランティア団体が活動しています‼
　高梁市社会福祉協議会では、ボランティア活動の振興を図ることを目的としてボランティア
センターを設置しています。現在ボランティアセンターには、101団体と 92 人の個人が登録
しさまざまなボランティア活動をされています。

　毎週金曜日に、成羽福祉センターで手
話の自己研鑽のため講習会を開催。
　ふれあいサロン、認知症カフェ等での
出前講座を通じて、手話を地域へ広める
活動や、聴覚に障が
いがある方の暮らし
を支える活動をして
います。

活動団体の紹介

成羽手話サークル（昭和 50 年発足）

　高齢者のための栄養改善を目的とした
調理や脳トレ、講話などの交流の場とし
て活動を行っています。
　最近では、季節のグリーティングカー
ドや手作り封
筒などの制作
活動を行って
います。

おとづれ会（平成３年発足）

　75 歳以上の一人暮らしの方へ安否確認
を兼ねて誕生月に花鉢をお届け。
　年始には、手作りのお寿司を持って友
愛訪問するな
ど、地域に密
着したボラン
ティア活動を
しています。

有漢町ボランティアあじさいの会（平成５年発足）
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　コミュニティカフェは、地域のボランティアによって運営されている通いの場の一つです。こ
の度、コーヒーの淹れ方のスキルアップとボランティア相互の親睦を図ることを目的に情報交換
会を開催し、各カフェの代表者 9 団体 21名の参加がありました。
　この日は、自家焙煎珈琲　tulenote　店主 大谷大輔氏を講師にお招きし、美味しいコーヒー
の淹れ方について実演しながら指導していただきました。また、参加者は４グループに分かれ、
各地域のカフェの活動状況等について活発な情報交換を行いました。

　
今
回
の
情
報
交
換
会
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
い

う
の
が
私
の
印
象
で
す
。
配
布
資
料
の
中
で
も
他
の

地
区
の
カ
フ
ェ
の
状
況
が
写
真
付
き
で
入
っ
て
い
た

の
で
、
文
字
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
様
子
ま
で
伝
わ

り
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
で
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
で
明
る
い
意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
交
流
会
は
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
毎
回
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
ひ
ま
わ
り
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
現
在
奇

数
月
に
調
理
会
や
講
話
、
偶
数
月
に
ポ
ル
カ
天
満
屋

ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
の
一
室
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
家
に
い
る
よ
り
も
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
会
を
目
指
し
、
日
々
会
員
同
士
で
話
を
し

な
が
ら
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
得
た
他
の
カ
フ
ェ
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
活
動
を
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

地域活動報告 ...

1/28 コミュニティカフェ情報交換会

ひまわり会
上森房子 代表

　みんなで楽しめる・笑顔になれるので
　開催してよかった。
　楽しく会話ができる
　普段会えない人に会うことができる
　もっと多くの人に参加してほしい
　移動手段の確保が必要　　　　　など

参
加
し
て
み
て
・・・

ひまわり会 コミュニティカフェの様子
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

赤
木
五
郎
賞

保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
功
績

（
個
人
）

▼
紙
谷
　
晋
吾
さ
ん（
成
羽
町
）

▼
中
村
　
隆
資
さ
ん（
南
町
）

▼
中
山
　
美
江
さ
ん（
川
上
町
）

福
祉
分
野
に
お
け
る
功
績

（
個
人
）

▼
太
田
　
聖
眼
さ
ん（
落
合
町
）

（
団
体
）

▼
落
合
ひ
ま
わ
り
の
会（
落
合
地
区
）

お問合せ先 地域福祉課 ☎２２-７２４３ 有漢支所 ☎５７-３２１８ 成羽支所 ☎４２-２００５
川上支所 ☎４８-９７７０ 備中支所 ☎４５-３１３１

　ボランティセンターでは、各ボランティア団体
の最新情報を提供するため、年度ごとに登録申
請を行っています。ボランティア団体の皆様は、
登録申請の手続きをお願いいたします。なお、
ボランティア登録団体の活動内容等については、
本会ホームページで紹介していますのでご覧くだ
さい。
　また、今年度のボランティア活動保険の補償
期間は、令和４年 3 月 31 日で終了となります。
引き続き4月1日から活動される方は、3月末ま
でに市社協（地域福祉課・各支所）で保険加入
の手続きをお願いします。

令和４年度ボランティア登録及びボランティア活動保険について

ボランティアセンターからのお知らせボランティアセンターからのお知らせ

プラン
保険金の種類

ケ
ガ
の
補
償

賠償責任
の補償

死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金日額

手術
保険金

入院中の手術
外来の手術

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

年間保険料

基本プラン 天災・地震補償
プラン

【新設】特定感染症
重点プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円（１日目～）
65,000円
32,500円
4,000円（１日目～）

５億円（限度額）

350円 500円 550円

補償開始日から10日以内は
補償対象外 初日から補償（＊）

Congratulations on the award！

シルバー技能講習を開催シルバー技能講習を開催

　チェーンソー・刈払機取扱講習では機械の操作・点検・整備に関する知識・技術について、実技を中
心に講義をまじえて学びました。全日程の修了者にはチェーンソーについては特別教育の修了証が、ま
た刈払機については安全衛生教育の修了証が交付されます。

　シルバー人材センターでは、60 歳以上の方を対象とした無料の技能講習を実施しています。
　今年度は高梁市内でチェーンソー・刈払機取扱講習と樹木剪定講習を実施しました。

　樹木剪定講習では武家屋敷の旧折井家を会場として庭造りに着目しながら学びました。
　実際に剪定をしてみると、はじめは躊躇しながらおそるおそる切っていましたが、コツを掴んでくると
テキパキと楽しく作業されておられました。
　県内各地で多くの講習が開催されていますので、興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

　高梁市シルバー人材センターでは、高齢者の皆さんが今まで培ってこられた豊かな知識、経験、技術
を発揮する場を提供しています。随時会員を募集しておりますので、遠慮なくご相談下さい。

高梁市シルバー人材センター

チェーンソー・刈払機取扱講習11/８～11/11

樹木剪定講習１/24～１/28

地域福祉課内・シルバー人材センター　（担当：松本）　
TEL０８６６－２２－７２４３

お問合せ先

ちゅうちょ
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お問合せ先 地域福祉課 ☎２２-７２４３ 有漢支所 ☎５７-３２１８ 成羽支所 ☎４２-２００５
川上支所 ☎４８-９７７０ 備中支所 ☎４５-３１３１

　ボランティセンターでは、各ボランティア団体
の最新情報を提供するため、年度ごとに登録申
請を行っています。ボランティア団体の皆様は、
登録申請の手続きをお願いいたします。なお、
ボランティア登録団体の活動内容等については、
本会ホームページで紹介していますのでご覧くだ
さい。
　また、今年度のボランティア活動保険の補償
期間は、令和４年 3 月 31 日で終了となります。
引き続き4月1日から活動される方は、3月末ま
でに市社協（地域福祉課・各支所）で保険加入
の手続きをお願いします。

令和４年度ボランティア登録及びボランティア活動保険について

ボランティアセンターからのお知らせボランティアセンターからのお知らせ

プラン
保険金の種類

ケ
ガ
の
補
償

賠償責任
の補償

死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金日額

手術
保険金

入院中の手術
外来の手術

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

年間保険料

基本プラン 天災・地震補償
プラン

【新設】特定感染症
重点プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円（１日目～）
65,000円
32,500円
4,000円（１日目～）

５億円（限度額）

350円 500円 550円

補償開始日から10日以内は
補償対象外 初日から補償（＊）

Congratulations on the award！
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だししょうゆの量は、梅干しの塩分によって調節して下さい。
菜の花がなければブロッコリーでもできます。

ポイント

～菜の花の梅おかか和え～
■材料（２人分）
●菜の花・・・100g　　●かつおぶし・・・適量
●梅干し・・・２個　  　●だししょうゆ・・適量

■作り方
①菜の花は３センチ程度の長さに切り、沸騰したお湯に塩（ひとつまみ）
　を入れて１分半ゆで、冷水にとり、水気をよくしぼる
②梅干しは種を取り、包丁で叩いておく
③ボウルに菜の花、梅干し、かつおぶし、だししょうゆを入れて混ぜる

介護職員の
おすすめレシピ

　利用者さん作成の鬼のウォールアートで
す。廃物のトイレロール紙の芯に折り紙を
貼りました。
たくさんの鬼
が出来ました。
可愛いかった
り怖かったり
色々な鬼がで
きています。

　毛糸の花がたくさん咲いてまるでお花畑
のようです。お菓子の空き箱・ちらし・あ
まり毛糸を
利用し作成
しました。

　
1
月
１３
日
（
木
）
森
　
美
代
子
様
か
ら
電

子
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
森
様
は
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
音
楽
活

動
を
し
て
お
ら
れ
、
音
楽
が
も
た
ら
す
楽
し

さ
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
伝
え
た
い

と
こ
の
度
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
電
子
ピ
ア
ノ
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、
グ
ル
ー
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ホ
ー
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さ
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ゆ
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ピ
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ノ
に
合
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せ
て
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
度
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
電
子
ピ
ア
ノ
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ

ゆ
り
苑
に
置
き
、
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

電
子
ピ
ア
ノ
を

　
　寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

電
子
ピ
ア
ノ
を

　
　寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

in 備中デイサービスセンターin 備中デイサービスセンター
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【
香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
下
谷
町	

笹
田
　
裕
之

	

（
故
・
隆
子
様
）

金
一
封
　	

横
　
町	

大
月
　
信
美

	

（
故
・
稲
田	

綾
子
様
）

金
一
封
　	

小
高
下
町	

川
原
　
紀
男

	

（
故
・
國
武
様
）

金
一
封
　	

高
倉
町	

藤
村
　
義
夫

	

（
故
・
尚
代
様
）

金
一
封
　	

川
面
町	

黒
瀬
　
達
路

	

（
故
・
定
志
様
）

金
一
封
　	

落
合
町	

難
波
　
増
雄

	

（
故
・
良
惠
様
）

金
一
封
　	
高
倉
町	

伊
達
　
和
美

	
（
故
・
幸
夫
様
）

金
一
封
　	

中
井
町	
火
口
　
茂
子

	
（
故
・
隆
様
）

金
一
封
　	

巨
瀬
町	
小
林
　
輝
弘
	

（
故
・
吉
惠
様
）

金
一
封
　	

川
端
町	

影
安
　
昌
子

	

（
故
・
恒
男
様
）

金
一
封
　	

津
川
町	

西
森
　
　
豊

	

（
故
・
義
恕
様
）

金
一
封
　	

岡
山
市	

大
津
　
則
裕

	

（
故
・
志
づ
様
）

金
一
封
　	

南
　
町	

橋
本
　
英
彰

	

（
故
・
澄
子
様
）

金
一
封
　	

津
川
町	

加
藤
　
　
實

	

（
故
・
幸
子
様
）

金
一
封
　	

中
井
町	

室
　
　
玲
子

	

（
故
・
照
男
様
）

《
高
梁
地
区
》

金
一
封
　	

小
高
下
町	

川
原
　
紀
男

	

（
故
・
國
武
様
）

金
一
封
　	

松
　
山	

川
口
　
照
治

	

（
故
・
君
高
様
）

金
一
封
　	

高
倉
町	

伊
達
　
和
美

	

（
故
・
幸
夫
様
）

金
一
封
　	

川
端
町	

影
安
　
昌
子

	

（
故
・
恒
男
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封
　	

津
川
町	

加
藤
　
　
實

	

（
故
・
幸
子
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　	

川
面
町	

黒
瀬
　
達
路

	

（
故
・
定
志
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封
　	

巨
瀬
町	

難
波
　
増
雄

	

（
故
・
良
惠
様
）

金
一
封
　	

巨
瀬
町	

小
林
　
輝
弘

	

（
故
・
吉
惠
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　	

中
井
町	

火
口
　
茂
子

	

（
故
・
隆
様
）

金
一
封
　	
中
井
町	

室
　
　
玲
子

	

（
故
・
照
男
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　	

落
合
町	
難
波
　
増
雄

	

（
故
・
良
惠
様
）

金
一
封
　	

岡
山
市	

大
津
　
則
裕

	

（
故
・
志
づ
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
上
有
漢	

村
上
　
昭
雄

（
故
・
栄
様
）

金
一
封
　	

有
　
漢	

松
添
　
光
宏

	

（
故
・
辻	

一
彦	

様
）

金
一
封
　	

上
有
漢	

中
山
　
　
保

	

（
故
・
永
三
様
）

金
一
封
　	

上
有
漢	

田
中
　
隆
二

	

（
故
・
孝
幸
様
）

金
一
封
　	

上
有
漢	

村
田
　
秀
雄

	

（
故
・
幸
雄
様
）

金
一
封
　	

有
　
漢	

佐
倉
　
基
志

	

（
故
・
雪
子
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　	

成
　
羽	

藤
井
　
治
雄

	

（
故
・
満
郎
様
）

金
一
封
　	

下
日
名	

佐
藤
　
輝
明

	

（
故
・
忠
夫
様
）

金
一
封
　	

下
　
原	

田
邊
　
明
彦

	

（
故
・
信
子
様
）

金
一
封
　	

下
　
原	

江
草
　
照
子

	

（
故
・
敬
治
様
）

金
一
封
　	

吹
　
屋	

城
井
田
朋
江

	

（
故
・
智
様
）

金
一
封
　	

坂
　
本	

安
岡
　
邦
宏

	

（
故
・
正
治
様
）

社会福祉協議会社会福祉協議会へのへのごご寄寄附附
ありがとうございました。ありがとうございました。

社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ令和４年１月〜２月にいただいた
ご寄附についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称略）

令和4年
1月〜2月
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この広報紙は再生紙を
使用しています。 この広報紙は、寄附金及び共同募金配分金の一部を活用して発行しています

金
一
封
　	

吹
　
屋	

戸
田
　
　
誠

	

（
故
・
昭
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
地
　
頭	

實
森
　
孝
士

	
（
故
・
勝
代
様
）

金
一
封
　	

七
　
地	
松
川
　
祐
介

	

（
故
・
一
惠
様
）

金
一
封
　	

領
　
家	

谷
川
　
　
源

	

（
故
・
博
江
様
）

金
一
封
　	

地
　
頭	

堀
江
　
政
昭

	

（
故
・
壽
賀
代
様
）

金
一
封
　	

地
　
頭	

川
本
　
　
強

	

（
故
・
惠
美
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
志
藤
用
瀬	

芳
賀
　
光
仁

	

（
故
・
千
恵
様
）

金
一
封
　	

西
油
野	

内
田
　
聖
治

	

（
故
・
き
ぬ
子
様
）

金
一
封
　	

東
油
野	

嶋
池
　
孝
夫

	

（
故
・
⻆
夫
様
）

金
一
封
　	

布
　
賀	

内
田
　
静
雄

	

（
故
・
茂
広
様
）

金
一
封
　	

長
　
屋	

江
草
絵
利
子

	

（
故
・
光
正
様
）

金
一
封
　	

兵
庫
県	

小
林
　
佐
忠

	

（
故
・
光
明
様
）

金
一
封
　	

平
　
川	

石
井
　
博
明

	

（
故
・
哲
夫
様
）

金
一
封
　	

長
　
屋	

赤
木
　
義
典

	

（
故
・
松
枝
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
総
社
市	

山
本
　
君
子

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

《
高
梁
地
区
》

金
一
封
　	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
（
第
452
回
、
第
453
回
目
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　	

落
合
ひ
ま
わ
り
の
会

	
（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
に
と
も
な
い
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢	

佐
倉
　
猶
接

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢	

高
上
　
金
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢	
水
川
　
利
之

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
成
　
羽	

大
福
　
一
世

（
百
寿
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
　
原	

森
下
眞
知
子

（
亡
夫
、
修
三
様
の
叙
位
叙
勲

受
章
の
お
礼
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
下
大
竹	

瀧
川
　
達
也

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
三
　
沢	

村
井
　
和
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
千
葉
県	

江
草
　
達
晃

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹	

下
川
　
文
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹	

松
室
　
　
勇

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭	

𠮷
村
　
孝
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
平
　
川	

西
田
　
謙
次

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

募
集
内
容

◆
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　
介
護
職
（
介
護
福
祉
士
）：
２
人
程
度

◆
雇
用
形
態

　
正
職
員

◆
勤 

務 

地

　
訪
問
介
護
事
業
所
、
高
梁
西
サ
テ
ラ
イ

　
ト
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
、

　
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
備
中

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
応
募
資
格
・
申
込
方
法
等

　
詳
し
く
は
当
社
協
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
募
集
要

　
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
課
　

　（
☎
０
８
６
６-

２
２-

７
２
４
３
）

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

おいでよー
！

社協職員募集
介
護
職
募
集
！
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